
　本年の興譲館の活躍は目覚ましく、特に部活動に
おいては多くの部が素晴らしい結果を残した。日頃
から文武両道に励み努力する姿が良い結果を生んだ。飛躍の2009

大躍進の興譲館

創部初の県制覇
＆全国選抜出場！
創部初の県制覇
＆全国選抜出場！26年ぶり、東北での演奏なる

吹奏楽研究吹奏楽研究 女子ホッケー女子ホッケー

野球～秋季県大会～野球～秋季県大会～

夏
～県営球場での全校応援～
（VS 米沢中央）

夏
～県営球場での全校応援～
（VS 米沢中央）

フェンシングフェンシング ハンガリーにてハンガリーにて

女子ソフトテニス女子ソフトテニス

東
♪♪

シード撃破！
堂々の第３位！！
シード撃破！
堂々の第３位！！

舟山（南原中）
日本代表選出！！
舟山（南原中）
日本代表選出！！

舟山佳穂さん

県完全制覇！県完全制覇！

夏秋
２季連続県ベスト８！
（県立校唯一）

夏秋
２季連続県ベスト８！
（県立校唯一）

【置賜地区高等学校秋季総合体育大会】
●団体………………………………………………
《第１位（優勝）》フェンシング／男女
山岳部　ホッケー／女子（初優勝）
《第２位》サッカー　バドミントン／女子団体
ホッケー／男子
《第3位》
硬式野球　バレーボール　ソフトテニス／男女
柔道／男女団体　剣道／女子団体
弓道／女子団体　バドミントン／男子団体
●個人………………………………………………
《第1位（優勝）》
陸上競技／女子3,000mW・走り高跳び
バドミントン／女子シングルス・ダブルス
フェンシング／男子フルーレ・エペ・サーブル
　　　　　　　女子フルーレ・エペ・サーブル

《第2位》
陸上競技／女子3,000mW・走り幅跳び
ソフトテニス／男子個人
柔道／男子60kg以下級・66kg以下級
バドミントン／女子ダブルス
フェンシング／男子フルーレ・エペ・サーブル
《第3位》
陸上競技／女子100m・走り幅跳び
　　　　　100m×4R・400m×4R
ソフトテニス／男子個人・女子個人
柔道／男子60kg以下級・66kg以下級
　　　73kg以下級・90kg以下級
剣道／男子個人　バドミントン／男子ダブルス
フェンシング／男子フルーレ・サーブル
　　　　　　　女子フルーレ・エペ・サーブル

【山形県高等学校新人大会】
●団体………………………………………………
《第1位》フェンシング／男女　ホッケー／女子（初優勝）
《第2位》ホッケー／男子
《第3位》ソフトテニス／女子団体
《優秀賞》山岳部
《その他》サッカー／県ベスト8（９年ぶり）
●個人………………………………………………
《第1位》陸上競技／女子走り高跳び

フェンシング／男子フルーレ・エペ・女子エペ
《第2位》陸上競技／女子3,000mW・走り幅跳び
フェンシング／男子サーブル・女子サーブル
《第3位》
フェンシング／男子フルーレ・エペ・サーブル
　　　　　　／女子フルーレ・エペ
柔道／男子100kg超級・女子48kg以下級

【東北高等学校新人大会】
●団体………………………………………………
《第2位》ホッケー／女子
　　　　（３月に行われる全国大会への出場決定）
陸上競技／女子走り高跳び・女子3,000mW
　　　　　走り幅跳び《出場》

【その他の大会】
＊フェンシング／東北高校選手権大会　　
《第1位》［男子個人］エペ
《第2位》［男子個人］フルーレ
　　　　　［女子個人］エペ　
《第4位》［女子個人］サーブル
《第7位》［女子個人］フルーレ
　2009ヨーロッパ・カデ・サーキット出場
＊水泳／東北総体
《第4位》［男子個人］３ｍ飛板飛込

＊硬式野球部／夏の甲子園予選《県ベスト８》
＊バレーボール／春高バレー置賜地区予選
　　　　　　　《第3位》（県大会出場）

【文化部の活動】
＊吹奏楽研究クラブ
　／全日本吹奏楽コンクール置賜地区大会
　　　　　　　　　《優秀賞》（県大会出場）
　　全日本吹奏楽コンクール山形県大会
　　　　 《金賞》（26年ぶり東北大会出場）
　　全日本吹奏楽コンクール東北大会《銅賞》
＊新聞・文芸部
　／山形県高等学校新聞コンクール《優秀賞》
＊美術部
　／置賜地区高等学校美術展
　　《特選》１名・《奨励賞》３名
　　山形県高等学校美術展《奨励賞》２名
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今
年
の
興
譲
祭
は
、
天
地
人
ブ
ー
ム
に
も
負
け
な

い
、
例
年
以
上
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
た
。
そ

の
最
大
の
要
因
は
や
は
り
、
三
年
生
が
先
頭
に
立
っ

て
興
譲
祭
の
実
施
に
あ
た
っ
た
こ
と
だ
と
思
う
。

　

こ
こ
数
十
年
続
い
て
い
た
風
習
を
打
破
す
る
と
い

う
事
で
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ

ら
の
議
論
も
含
め
、
興
譲
館
高
校
の
伝
統
を
見
つ
め

直
し
、
生
徒
全
員
の
手
で
興
譲
館
に
新
た
な
歴
史
を

刻
め
た
の
は
私
た
ち
の
誇
り
と
な
っ
た
。

　

興
譲
祭
に
限
ら
ず
今
年
度
の
自
治
会
は
様
々
な
変

革
が
為
さ
れ
た
。
そ
の
変
革
を
今
年
度
だ
け
の
も
の

に
せ
ず
、
後
輩
の
皆
さ
ん
に
は
脈
々
と
受
け
継
い
で

い
っ
て
ほ
し
い
。

　

誇
り
高
き
義
の
後
継
者
と
し
て
…
。

興
譲
祭
を
振
り
返
り

興
譲
祭
実
行
委
員
長　
　
　
　
　
　
　
　

島
貫　

良
多
（
川
西
一
中
出
身
）

　

宮
崎
県
高
鍋
高
等
学
校
と
の
交
流
事
業
が
先
日
行

わ
れ
ま
し
た
。
高
鍋
町
と
米
沢
市
と
の
間
に
は
上
杉

鷹
山
公
が
日
向
高
鍋
藩
で
生
ま
れ
、
そ
の
後
米
沢
藩

の
藩
主
と
な
っ
た
縁
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
交
流
事
業

で
は
毎
年
交
互
に
お
互
い
の
学
校
を
訪
問
し
て
い

て
、
今
年
は
本
校
に
高
鍋
高
等
学
校
の
み
な
さ
ん
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
上
杉
神
社
を
は
じ
め
と
す

る
米
沢
の
名
所
を
回
っ
た
り
、
一
緒
に
食
事
を
し
た

り
、
ま
た
、
本
校
の
授
業
に
参
加
し
宮
崎
県
の
こ
と

を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
と
て
も
楽
し

そ
う
な
様
子
で
し
た
。
駅
で
の
別
れ
際
は
非
常
に
名

残
惜
し
く
、
涙
を
流
し
た
人
も
い
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
事
業
は
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。
少
し
で
も
自
分
自
身
成
長
し
て
い
れ
ば
幸
い
で

す
。

宮
崎
県
立
高
鍋
高
校
と
の
交
流

生
徒
自
治
会
長　

渡
部
真
理
奈
（
米
沢
四
中
出
身
）

　
「
二
回
歌
お
う
」。
そ
う
心
に
決
め
て
、
夏
休
み
中

も
積
極
的
に
学
校
に
集
ま
っ
て
練
習
に
励
み
ま
し
た
。

聞
い
た
人
の
心
に
情
景
が
映
る
よ
う
な
合
唱
を
目
標

に
、
た
だ
楽
譜
を
な
ぞ
る
だ
け
で
は
な
く
、
曲
の
も

つ
雰
囲
気
を
大
切
に
し
て
歌
い
ま
し
た
。
練
習
を
重

ね
る
ご
と
に
ク
ラ
ス
全
員
が
歌
に
想
い
を
込
め
、
歌

声
が
一
つ
に
な
っ
て
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。
最
優

秀
賞
と
い
う
素
晴
ら
し
い
賞
を
獲
得
で
き
た
こ
と
は
、

高
校
生
活
の
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
支
え
て
下
さ
っ
た
皆

さ
ん
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ア
ン
コ
ー
ル
合
唱
も
み
ん
な
で

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
ク
ラ
ス
指
揮
者　
　
　

横
川　

佳
梨
（
白
鷹
東
中
出
身
）

興譲祭 歩み続けたその果てに

高鍋高校との交流 先人の歩みをたどり

今までとこれから
　　　　共に歩もうどこまでも
今までとこれから
　　　　共に歩もうどこまでも
今までとこれから
　　　　共に歩もうどこまでも
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　本年も様々な分野の方より
お話を頂く機会があった。人
気のあるプロファイリングや、
近年注目されている有機ＥＬ
などを学び、興譲館生も刺激
を受けたようだ。

　

犯
罪
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を
主
な
研
究

領
域
と
し
て
い
る
。「
世
界
一
受
け
た
い
授

業
（
Ｎ
Ｔ
Ｖ
）」
や
「
爆
笑
問
題
の
ニ
ッ
ポ

ン
の
教
養
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）」
な
ど
多
数
の
メ

デ
ィ
ア
に
出
演
し
、
幅
広
い
活
躍
を
見
せ

る
。

　

私
は
今
有
礼
さ
ん
か
ら
低
酸
素
運
動
の
研
究
や
映

像
解
析
で
の
改
善
点
発
見
な
ど
の
お
話
を
お
聞
き
ま

し
た
。
選
手
を
支
え
る
形
で
ス
ポ
ー
ツ
に
も
科
学
が

活
か
せ
る
こ
と
に
、
新
鮮
な
驚
き
を
感
じ
ま
し
た
。

原
因
を
追
及
し
、
そ
こ
か
ら
得
た
発
見
を
も
と
に
よ

り
よ
い
も
の
を
創
り
出
す
研
究
を
私
も
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
私
は
漠
然
と
理
系
に
進
む
と
し
か

考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
会
を
通
し
て
理

数
科
に
進
む
決
心
を
強
め
ま
し
た
。
自
分
の
決
心
と

理
数
科
に
誇
り
を
持
ち
、
学
校
生
活
に
励
ん
で
い
き

ま
す
。 同

窓
生
と
語
る
会
で
学
ん
だ
こ
と

一
年　

松
田　

澄
子
（
沖
郷
中
出
身
）

　

自
分
の
能
力
の
ス
イ
ッ
チ
が
Ｏ
Ｎ
に
な
っ
た
時
、

新
し
い
未
来
に
光
が
灯
り
ま
す
。
自
ら
の
手
で
夢
を

照
ら
し
、
一
人
の
有
機
Ｅ
Ｌ
の
研
究
者
と
し
て
世
界

を
照
ら
し
て
い
る
城
戸
先
生
の
生
き
方
に
私
の
目
は

光
華
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
た
ち
の
住
む
地
元
米

沢
で
世
界
レ
ベ
ル
の
活
躍
を
な
さ
っ
て
い
る
人
が
い

る
こ
と
に
誇
り
を
感
じ
ま
す
。
先
生
の
講
演
の
数
日

後
、
伝
国
の
杜
で
展
示
さ
れ
て
い
る
有
機
Ｅ
Ｌ
の
ス

ペ
ー
ス
を
訪
れ
ま
し
た
。
従
来
の
電
気
と
は
違
う
温

か
み
や
技
術
に
触
れ
、
興
味
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
多

く
の
分
野
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
夢
を
広
げ
な
が
ら

世
界
に
貢
献
で
き
る
人
材
に
な
り
た
い
と
強
く
思
い

ま
す
。 夢

に
光
を
、未
来
に
笑
顔
を

二
年　

加
藤　

法
子
（
南
原
中
出
身
）

知知
有識者

から

を学べ
創立
記念

講演会

文化
講演会

同
窓
生
と
語
る
会

桐
生 

正
幸 

氏

桐
生 

正
幸 

氏

本
校
OB
関
西
国
際
大
学 

教
授

　

次
世
代
光
源
と
し
て
期
待
さ
れ
る
有
機

Ｅ
Ｌ
研
究
の
第
一
人
者
。
有
機
Ｅ
Ｌ
研
究

は
国
内
外
問
わ
ず
大
き
な
注
目
を
浴
び
て

い
る
。
製
品
製
造
に
お
い
て
、
県
内
企
業

へ
委
託
す
る
な
ど
、
県
内
経
済
の
振
興
に

も
尽
力
し
て
い
る
。

城
戸 

淳
二 

氏

城
戸 

淳
二 

氏

山
形
大
学 

教
授
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東
京
キ
ャ
リ
ア
研
修
を
通
し
て

東
京
キ
ャ
リ
ア
研
修
を
通
し
て

東
京
キ
ャ
リ
ア
研
修
を
通
し
て

２
年サイ
エ
ン
ス
工
房

東
京
サ
イ
エ
ン
ス
ツ
ア
ー

１
年

サ
イ
エ
ン
ス
工
房
に
参
加
し
て

サ
イ
エ
ン
ス
工
房
に
参
加
し
て

サ
イ
エ
ン
ス
工
房
に
参
加
し
て

 

二
年　

佐
藤　

修
平
（
沖
郷
中
出
身
）

大
学
・
企
業
訪
問

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
学
・
企
業
訪
問

２
年
東
京
キ
ャ
リ
ア
研
修

２
年
東
京
キ
ャ
リ
ア
研
修

２
年
東
京
キ
ャ
リ
ア
研
修

理数科独自の最新科学技術体験理数科独自の最新科学技術体験理数科独自の最新科学技術体験

　

今
回
の
キ
ャ
リ
ア
研
修
は
、
今
ま
で
自
分
と
向
き
合
う
こ

と
が
少
な
か
っ
た
私
に
と
っ
て
、
将
来
を
考
え
直
す
良
い
機

会
と
な
っ
た
。
私
達
は
三
日
間
に
か
け
て
東
京
の
様
々
な
大

学
や
企
業
、
施
設
に
訪
問
し
て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る

長
所
や
他
と
の
相
違
点
を
発
見
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
未
来

の
あ
る
べ
き
姿
を
よ
り
深
化
し
た
も
の
に
で
き
た
。

　

こ
れ
か
ら
選
ん
で
い
く
道
は
決
し
て
楽
な
も
の
で
は
な
い

が
、
今
回
出
来
た
自
分
の
将
来
像
を
目
標
に
努
力
し
て
い
き

た
い
。

二
年　

松
嵜　

祐
樹
（
米
沢
三
中
出
身
）

　

先
日
、
山
形
大
学
工
学
部
で
サ
イ
エ
ン
ス
工
房

が
開
か
れ
た
。
２
回
目
で
は
、
無
機
化
学
と
有
機

化
学
に
分
か
れ
実
験
な
ど
を
行
っ
た
。
私
た
ち
の

グ
ル
ー
プ
は
有
機
化
学
を
選
択
し
、
フ
ェ
ノ
ー
ル

フ
タ
レ
イ
ン
の
合
成
の
実
験
を
行
っ
た
。
自
分
で

合
成
し
た
フ
ェ
ノ
ー
ル
フ
タ
レ
イ
ン
に
塩
基
を
加

え
て
赤
く
染
ま
っ
た
と
き
は
感
動
し
た
。
ま
た
実

験
の
際
、
先
生
や
学
生
が
実
験
の
順
序
や
器
具
の

使
用
方
法
を
丁
寧
に
指
導
し
て
く
だ
さ
り
、
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
出
来
た
。
大
学
は
高
校

に
比
べ
専
門
性
が
高
く
設
備
も
充
実
し
て
お
り
、

普
段
な
か
な
か
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
。

東
京
サ
イ
エ
ン
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て

東
京
サ
イ
エ
ン
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て

東
京
サ
イ
エ
ン
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て

一
年　

荒
川　

修
斗
（
米
沢
一
中
出
身
）

　

今
回
、
東
京
サ
イ
エ
ン
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て

一
番
に
思
っ
た
こ
と
は
、
や
っ
ぱ
り
理
数
科
っ
て

面
白
い
な
ぁ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
自
分
の
調
べ

た
い
こ
と
を
と
こ
と
ん
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

何
よ
り
、
環
境
が
良
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分

の
周
り
の
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
将
来
理
系
に
進
学

す
る
人
達
ば
か
り
で
、
話
を
し
て
い
て
と
て
も
参

考
に
な
り
ま
し
た
。
未
だ
に
進
路
が
ぼ
や
け
て
い

る
自
分
に
と
っ
て
、
す
ご
く
良
い
刺
激
に
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
の
学
習
や
、
こ
れ
か
ら
あ
る
自
分
の
研
究

発
表
の
場
面
な
ど
で
、
今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ

と
を
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１日目　清水建設・YAHOO！JAPAN
　　　　ゼリア新薬・デサント・スポーツ科学センター
　　　　日本科学未来館・パナソニック
　　　　東京学芸大学・首都大学東京・お茶の水大学
　　　　東京外国語大学

２日目　東京大学・早稲田大学・東京農工大学
　　　　首都大学東京・電気通信大学
　　　　テレビ朝日・スキージャーナル・ＪＲ東日本
　　　　最高裁判所・東京証券取引所・日本旅行

３日目　東京国立博物館・国立科学博物館
　　　　国立西洋美術館・東京都美術館

東京キャリア研修
主な訪問・研修先一覧
東京キャリア研修

主な訪問・研修先一覧
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